
第
五
十
五
回
　
さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市
さ
が
え
全
国
俳
句
大
会
　
募
集
要
項（
一
般
・
高
校
の
部
）

一
　
目
　
　
的　

山
形
県
寒
河
江
市
は
日
本
一
の
さ
く
ら
ん
ぼ
の
里
で
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
よ
り
俳
句
の
盛
ん
な
都
市
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
「
座
の
文
学
」
と
し
て
多
く
の
人
に
俳
句
に
親
し
み
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
全
国
に
広
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

二
　
主
　
　
催　

さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市
さ
が
え
全
国
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

三
　
共
催
・
後
援
　
共
催
／
寒
河
江
市
立
図
書
館　

後
援
／
寒
河
江
市
・
寒
河
江
市
教
育
委
員
会
・
寒
河
江
四
季
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会

四
　
投
　
　
句　

〇
内
容
は
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
に
限
ら
ず
、
自
由
に
詠
ん
で
く
だ
さ
い（
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
）。

　
　
　
　
　
　
　

〇
投
句
料
は
無
料
で
す
が
、
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
一
人
二
句
以
内
と
し
ま
す（
原
稿
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
）。

　
　
　
　
　
　
　

※

小
・
中
学
生
の
投
句
は
、「
第
四
十
六
回
さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市
さ
が
え
全
国
小
・
中
学
生
俳
句
大
会
募
集
要
項
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
覧
く
だ
さ
い（
一
般
・
高
校
の
部
と
共
に
寒
河
江
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

五
　
投
句
方
法　

①
寒
河
江
市
内
の
各
投
句
箱
へ（
市
内
五
か
所
に
設
置
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
【
投
句
箱
及
び
投
句
用
紙
設
置
場
所
】
〇
市
立
図
書
館　

〇
文
化
セ
ン
タ
ー　

〇
慈
恩
寺
テ
ラ
ス　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
〇
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館（
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
）　

〇
フ
ロ
ー
ラ 

・ 

S
A
G
A
E　

　
　
　
　
　
　
　

②
事
務
局
へ　

郵
送
ま
た
は
F
A
X
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
９
９
１-

０
０
２
１　

山
形
県
寒
河
江
市
中
央
一
丁
目
七-

十
四　

寒
河
江
市
立
図
書
館
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市
さ
が
え
全
国
俳
句
大
会
」
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

T
E
L 

０
２
３
７-

８
６-

１
６
６
２　
　

F
A
X 
０
２
３
７-

８
６-

１
６
６
３

　

※

高
校
が
団
体
で
申
し
込
む
場
合
は
「
投
句
数
一
覧
表
」
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
。

　※

投
句
に
は
左
記
の
本
大
会
用
の
投
句
用
紙
を
使
用
す
る
こ
と
。そ
れ
以
外
の
用
紙（
ハ
ガ
キ
や
便
せ
ん
等
）で
の
応
募
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

六
　
締
　
　
切　

令
和
八
年
五
月
十
二
日
（
火
）※

必
着
。
締
切
り
以
降
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

七
　
選
　
　
者   

〇
一
般
の
部
【
中
央
選
者　

岸
本
尚
毅
氏　

・　

一
般
選
者　

武
田
詩
子
氏　

・　

松
田
弘
三
氏　

・　

加
藤　

仁
氏
】

　
　
　
　
　
　
　

〇
高
校
生
の
部
【
武
田
菜
美
氏
】

　
　
　
　
　
　
　

〇
一
般
の
部
／
①
寒
河
江
市
長
賞（
特
選 

・ 

秀
逸
）　

②
四
季
の
ま
つ
り
実
行
委
員
長
賞（
特
選 

・ 

秀
逸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
岸
本
尚
毅
賞（
特
選 

・ 

秀
逸
）　　
　
　
　
　
　

※

①
②
の
特
選
句
に
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
一
般
選
者
賞（
特
選 

・ 

秀
逸 

・ 

佳
作 

・ 

入
選
） ※

賞
に
よ
り
副
賞
等
は
異
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

〇
高
校
生
の
部
／
特
選
・
秀
逸
・
佳
作
・
入
選

　
　
　
　
　
　
　

〇
発
表
は
六
月
二
十
八
日
（
日
）
の
表
彰
式
・
記
念
講
演
会
（
寒
河
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
七
月
一
日
（
水
）
か
ら
寒
河
江
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
表
彰
式
・
記
念
講
演
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

八
　
賞

九
　
入
選
発
表

ま　

ち

ま　

ち

投句２ 投句１

住　所

電　話

氏　名

該当する
欄に〇印

第
五
十
五
回 

さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市
さ
が
え
全
国
俳
句
大
会
投
句
用
紙

←
主
催
者
使
用
欄

（
一
般
・
高
校
生
用
）

楷
書
で
丁
寧
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

〒

ふりがな

【一般の方】
10代・20代・30代・40代・50代・60代・70代以上

【高校生】
学校名【　　　　　　　　　　　　高等学校 】
学　年【　　　　　年】
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リ


